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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
死
を
嘆
か
ぬ
者
達
へ
の
序
曲

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
１
６
６
Ｄ

【
作
者
名
】

　
大
沢
崇

【
あ
ら
す
じ
】

　
Ｎ
市
の
港
で
内
臓
を
抜
か
れ
た
女
性
の
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
。
刑
事
・
廓
純

ュ
ン
シ
ロ
ウ

ク
ル
ワ
・
ジ

志
朗
は
被
害
者
の
最
後
の
日
の
足
取
り
を
辿
り
始
め
る
。
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―
―
序
―
―
（
前
書
き
）

グ
ロ
か
っ
た
り
エ
ロ
だ
っ
た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
苦
手
な
方
は
、
回
れ

右
し
て
下
さ
い
。
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―
―
序
―
―

　
濃
灰
色
の
夜
空
に
雲
は
無
く
、
昼
間
の
太
陽
と
同
じ
軌
道
を
描
い
て
月
が
昇

る
。

　
淡
い
青
色
の
八
日
月
。

　
囁
く
声
は
耳
の
奥
。

　
時
に
女
が
。

　
時
に
男
が
。

　
今
は
子
供
が
歌
っ
て
い
る
。

　
死
が
我
等
を
別
つ
ま
で
、

　
死
が
我
等
を
分
か
つ
ま
で
、

　
死
が
我
等
を
判
つ
ま
で
、

　
死
が
我
等
を
解
つ
ま
で
。

　
我
等
。

　
我
等
と
は
―
―
何
か
。
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そ
こ
に
『
我
』
は
在
る
の
か
。

　
回
答
な
ど
、
無
い
。

　
吹
き
込
む
風
は
甘
美
な
薫
り
を
孕
み
、
墨
色
に
染
め
た
我
が
頭
髪
を
乱
す
。

　
大
時
計
の
針
は
二
つ
重
な
り
、
高
ら
か
に
鐘
が
鳴
っ
た
。

　
明
る
い
月
に
背
を
向
け
て
、
Ｂ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
 

Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ
 

Ｎ
ｏ
ｗ
の
服
を

纏
い
、
胸
に
琥
珀
の
ブ
ロ
ー
チ
を
飾
る
。

　
膝
ま
で
隠
す
上
着
を
羽
織
り
、
上
着
の
下
に
ト
カ
レ
フ
を
仕
込
ん
だ
。

　
さ
あ
。

　
狩
り
の
時
間
だ
。
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―
―
Ａ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ
―
―
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―
―
１
―
―

　
灰
色
の
雲
が
空
を
埋
め
尽
し
て
い
る
。

　
雨
が
来
る
の
か
、
気
温
が
低
い
。

　
廓
純
志
朗
は
ス
ー
ツ
の
前
を
寄
せ
た
。

ク
ル
ワ
・
ジ
ュ
ン
シ
ロ
ウ

　
奈
耶
麻
港
に
吹
く
風
は
冷
た
く
、
こ
こ
の
季
節
は
万
年
真
冬
だ
。
吐
く
息
こ

ナ
ヤ
マ

そ
白
く
な
い
も
の
の
、
肌
は
粟
立
っ
て
い
る
。

「
…
さ
む
…
…
」

　
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
突
っ
込
む
と
、
傍
に
居
た
先
輩
が
苦
笑
い
し
た
。

「
暑
い
よ
り
良
い
だ
ろ
？
」

「
…
…
ま
あ
、
」

　
確
か
に
。

　
廓
は
目
の
前
に
転
が
る
物
を
見
下
ろ
し
た
。

　
内
臓
を
抜
き
取
ら
れ
た
女
の
遺
体
で
あ
る
。

　
現
場
の
血
痕
は
僅
か
で
、
別
の
場
所
で
殺
害
さ
れ
た
後
に
奈
耶
麻
港
廃
コ
ン

テ
ナ
２
３
号
裏
に
遺
棄
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
遺
留
品
は
、
遺
体
の
左
手
首
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
が
１
つ
だ
け
。

　
銀
の
鎖
に
水
色
の
石
を
３
つ
あ
し
ら
い
、
銀
色
の
プ
レ
ー
ト
に
シ
リ
ア
ル
ナ

ン
バ
ー
ら
し
き
数
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
報
告
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
あ
る
会
員
制
の
宝
石
店
で
受
注
販
売
さ
れ
た
も
の

だ
っ
た
。
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会
員
名
簿
か
ら
施
前
花
乃
霞
と
言
う
女
性
が
購
入
し
た
物
で
あ
る
と
分
か
っ

セ
ザ
キ
・
カ
ノ
カ

た
。

「
確
に
、
私
が
妹
の
柚
乃
香
に
贈
っ
た
も
の
で
す
」

ユ
ノ
カ

　
聞
き
込
み
に
伺
っ
た
際
、
施
前
花
乃
霞
は
証
言
し
て
く
れ
た
。

　
施
前
花
乃
霞
の
妹
・
施
前
柚
乃
香
は
４
日
前
か
ら
連
絡
が
取
れ
な
い
状
態
に

あ
り
っ
た
と
言
う
。
自
宅
に
も
戻
っ
て
お
ら
ず
、
友
人
の
家
に
も
行
っ
て
い
な

い
と
の
事
。

 
 

廓
と
相
方
の
塩
田
将
洋
巡
査
部
長
は
４
日
前
の
施
前
柚
乃
香
の
足
跡
を
辿

シ
オ
タ
・
マ
サ
ヒ
ロ

る
事
に
し
た
。

―
―
Ｌ
ａ
ｐ
ｉ
ｓ
ｌ
ａ
ｚ
ｕ
ｌ
ｉ
―
―
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―
―
２
―
―

０
９
：
３
０

自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
を
出
る
。

　
施
前
柚
乃
香
の
自
宅
は
倫
埜
区
に
在
り
、
そ
こ
は
屈
指
の
高
級
住
宅
地
だ
っ

セ
ザ
キ
・
ユ
ノ
カ

ミ
チ
ノ

た
。

　
施
前
柚
乃
香
は
大
学
生
だ
が
、
実
家
が
資
産
家
ら
し
い
。

　
そ
う
言
え
ば
姉
の
施
前
花
乃
霞
は
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
よ
く
見
る
『
セ
レ
ブ
』

セ
ザ
キ
・
カ
ノ
カ

っ
ぽ
い
服
装
だ
っ
た
。
「
セ
レ
ブ
っ
ぽ
い
と
は
何
か
」
と
尋
ね
ら
れ
て
も
返
答

し
難
い
が
、
兎
に
角
、
セ
レ
ブ
っ
ぽ
い
の
だ
。

　
施
前
柚
乃
香
の
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
も
セ
レ
ブ
っ
ぽ
く
て
、
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
の

玄
関
に
は
監
視
カ
メ
ラ
が
付
い
て
い
た
。
何
か
異
常
が
あ
れ
ば
、
管
理
室
か
ら

警
備
員
が
駆
け
付
け
る
ら
し
い
。
そ
の
管
理
室
は
壁
１
枚
隔
て
て
隣
に
あ
る
。

壁
を
ガ
ラ
ス
窓
に
す
れ
ば
監
視
カ
メ
ラ
は
い
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の

だ
が
、
そ
れ
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
関
係
で
巧
く
な
い
ら
し
い
。
警
備
員
に
丸
見

え
の
窓
は
駄
目
で
、
監
視
カ
メ
ラ
は
良
い
。
窓
と
カ
メ
ラ
は
結
果
的
に
は
同
じ

だ
が
、
相
手
の
顔
が
見
え
る
の
と
見
え
な
い
の
で
は
大
き
く
異
な
る
。

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
個
人
情
報
。
他
人
と
の
交
流
よ
り
も
独
り
の
世
界
を
重
視

す
る
の
は
、
今
の
時
代
の
良
く
な
い
部
分
だ
な
」

　
塩
田
は
管
理
室
か
ら
玄
関
ま
で
ど
ん
な
に
急
い
で
も
２
０
秒
か
か
る
事
を
知

っ
て
呟
い
た
。

　
２
０
秒
あ
れ
ば
刃
物
で
人
の
脛
動
脈
を
切
る
事
が
出
来
る
。
窓
が
あ
っ
て
、

そ
こ
か
ら
警
備
員
の
顔
が
見
え
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
起
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
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「
個
人
情
報
は
守
る
べ
き
で
す
。
見
ず
知
ら
ず
の
他
人
に
自
分
の
日
常
を
知
ら

れ
る
の
は
嫌
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
危
険
で
す
」

「
危
険
か
？
」

「
若
し
、
帰
宅
す
る
時
間
を
知
ら
れ
て
、
待
ち
伏
せ
さ
れ
て
襲
わ
れ
た
ら
ど
う

し
ま
す
？
」

「
大
声
で
助
け
を
求
め
て
、
隣
人
に
助
け
に
貰
え
な
か
っ
た
ら
ど
う
す
る
？
」

廓
は
返
答
出
来
な
か
っ
た
。

「
あ
る
程
度
の
交
流
は
必
要
だ
ろ
う
。
部
屋
に
上
げ
る
程
ま
で
で
は
な
く
て
も
、

会
っ
た
ら
挨
拶
す
る
く
ら
い
は
し
て
も
良
い
だ
ろ
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
る
程
度
出
来
て
い
れ
ば
、
犯
罪
は
半
減
す
る
」

「
確
か
に
、
そ
う
で
す
け
ど
…
…
」

「
そ
れ
で
？
施
前
柚
乃
香
は
確
か
に
９
時
３
０
分
に
出
た
の
か
？
」

廓
は
手
帳
を
開
き
、
警
備
員
か
ら
の
証
言
を
読
み
上
げ
た
。

「
監
視
カ
メ
ラ
の
ビ
デ
オ
に
も
姿
が
確
認
出
来
ま
す
。
お
姉
さ
ん
の
施
前
柚
乃

香
さ
ん
に
も
見
て
貰
い
ま
し
た
が
、
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
」

「
戻
っ
た
姿
は
、
無
い
か
」

「
９
時
３
０
分
に
こ
こ
を
出
て
、
そ
れ
以
降
の
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
、
今
、

浅
間
刑
事
の
班
が
部
屋
を
調
べ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
行
き
ま
す
か
？
」

ア
サ
マ
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「
い
や
、
い
い
。
次
に
行
こ
う
」

 
 

そ
う
言
っ
た
後
、
塩
田
は
鼻
を
動
か
し
た
。

「
何
の
匂
い
だ
？
」

「
匂
い
？
」

 
 

廓
も
大
気
の
匂
い
を
か
い
で
み
た
。
確
か
に
、
自
然
物
と
化
学
物
の
匂
い

が
す
る
。

「
表
の
花
壇
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
と
、
隣
の
ビ
ル
の
塗
装
の
匂
い
で
す
よ
」

 
 

こ
こ
に
入
る
際
に
そ
れ
等
を
見
て
い
た
の
で
、
廓
自
身
は
匂
い
な
ど
気
に

留
め
て
い
な
か
っ
た
。
今
更
気
付
い
た
の
か
と
、
先
輩
刑
事
の
感
覚
を
疑
う
。

「
そ
う
か
」

 
 

塩
田
は
踵
を
反
し
た
。

「
次
は
バ
ス
停
だ
な
」

「
は
い
。
そ
こ
か
ら
市
立
図
書
館
で
す
」

 
 

廓
は
塩
田
を
追
い
掛
け
た
。

 
 

歳
の
差
故
か
脚
の
長
さ
故
か
、
い
つ
も
塩
田
が
先
を
行
く
。

 
 

そ
れ
が
廓
は
嫌
だ
っ
た
。
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―
―
Ｌ
ａ
ｐ
ｉ
ｓ
ｌ
ａ
ｚ
ｕ
ｌ
ｉ
―
―
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

死を嘆かぬ者達への序曲
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